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令和４年１０月１８日 

生活支援部医療保険課 

 

後期高齢者医療制度における窓口負担割合の変更について 

 

 令和２年１２月に閣議決定された「全世代型社会保障改革の方

針」に沿って、後期高齢者医療の自己負担割合が変更されたので報

告する。 

 

１ 変更内容 

  後期高齢者医療の窓口負担割合について、これまでの１割およ

び３割負担に、新たに２割負担を加える。 

 

２ 対象者 

  後期高齢者医療の被保険者のうち現役並み所得者（現在３割負

担者）以外の被保険者であって、一定以上所得のある者。 

  一定以上所得のある者とは、課税所得が２８万円以上かつ年金

収入とその他の合計所得金額が２００万円以上（単身世帯の場

合。複数世帯の場合は後期高齢者の年金収入とその他の合計所得

金額が３２０万円以上）。 

  

３ 変更日 

令和４年１０月１日 

 

４ 配慮措置 

２割負担への変更により影響が大きい外来患者について、施行

後３年間（※）、１か月分の負担増を最大で３，０００円に収ま

るよう措置をする。 

  ※令和４年１０月１日から令和７年９月３０日まで 

 

５ 周知方法 

こうとう区報（９月１１日号） 

いきいき通信（広域連合、９月１０日新聞折込） 

区・広域連合ホームページ 
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その他：公的機関、医療機関、高齢者関係施設にポスター等の

掲示 

 

（参考）各負担割合被保険者数 

                   8 月 14 日現在 

１割 ３９，７６２人 ６９．３％ 

２割 １１，７８２人 ２０．６％ 

３割 ５，７９５人 １０．１％ 

計 ５７，３３９人  

 

 


